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何人かの職員に、 「ハンセン病」 という病気を知っ

ているか訊ねたところ、 大半の職員が知らないとのこ

とだったので、 ハンセン病について触れてみます。

5 月の連休前に、 執筆業をしている先輩から、 新

刊案内のお知らせが届きました。 先輩は、 私が福祉

の仕事に就いた時に、 自らの生い立ちを辿りながら、

涙を滲ませ、 時には面白おかしく、 障がい者問題や

人の尊厳について語り聞かせてくれた恩人です。 その

先輩は、 ハンセン病の回復者でした。

ハンセン病は細菌による感染症で、治療薬がなかっ

たころは、 進行により顔や手足が醜く変形する難病で

あり、 不治の病として、 人々から忌み嫌われ恐れられ

ていました。 小説 「砂の器」 では、 父親がハンセン

病に罹患した親子が、 村社会から追われて放浪徘徊

し、 物乞いをして生きる姿や、 自分の過去が明らかに

なることに怯え、 懐かしさから訪ねてきた恩人を殺害

してしまうシーンが出てきます。

ハンセン病に罹患すると療養所に隔離され、 それ

と同時に、 家族 ・ 親類に迷惑がかかるからと戸籍か

ら抹消され、 偽名での生活が始まります。 一人残ら

ず集めて閉じ込め、 根絶やしにしょうという政策です。

療養所から逃げ出さないように監視が見回り、 日本銀

行券のお金が使えなく、 療養所の中だけで通用する

園金での生活が始まります。 療養所所長に検束権が

あり、 逃亡者などは監房に収監されました。 死んでも

園内火葬であり、 遺骨になっても故郷には帰れません

でした。 変形してゆく己の身を呪い、 諦めることしか

許されず、 一生涯を療養所内で過ごすことが強制され

ていました。

1949 年に治療薬が使用され治る病気になっていた

にも関わらず、 国の隔離政策もあって、 差別や偏見

は社会の中にどっしりと根付いていきました。 1996 年

に 「らい予防法」 が廃止され、 2001 年に違憲国家

賠償判決が出て、 国は強制隔離の過ちを認め、 患者

とその家族に謝罪し、 被害を受けた人たちに賠償しま

した。 判決の要旨は、 遅くとも 1960 年以降は隔離す

る必要がなかった （国は法改正を誤った）、 人権侵害

が内包する法を国会は改廃しなかった （国会の不作

為の過失）となっています。たった 12年前のことです。

そして、 治る病気になってからは、 実に 40 年以上の

歳月が経っていました。

このように、 ハンセン病に対する根強い差別や偏

見が色濃く残っていた 1969 年、 先輩は自らハンセン

病の回復者であることをオープンにして、 都内のある

福祉施設に入所しました。 当時、 療養所を出て社会

復帰する人は、 ハンセン病であったことは勿論、 己の

過去の全てをひた隠しにして生きることが常識的な時

代であり、 ハンセン病の回復者であることを公言して

の入所は、 常識を外れた行為だったと言えます。

☆　　　　　☆

私たちの仕事は、 日々、 人の権利 ・ 尊厳を守るこ

とに直面しています。 気負う必要はないが、 人の権利

や尊厳について、 鈍感にならないように心していたい

と思います。

ハンセン病
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皆さまに心温まるギフト商品をご紹介

いたします。

南の島、 宮古島の施設からみずみず

しいマンゴーも初登場！

詳しくは、 カタログ （5 月下旬配布）

をご覧ください。

カタログのご請求 ・お問い合わせ

０３－３６０５－６７６２ （ギフト担当係）

お中元カタログお中元カタログ

● ● ● 新人職員紹介 ● ● ●

旧職場又は業界 ： 足立あかしあ園

好きな事：お酒を飲むこと。 料理・お菓子を作ること。

バレーボールをすること。

好きな食べ物 ： ラーメン、 沖縄料理

皆さんへメッセージ ： 1 日 1 日を大切にしていきな

がら、 皆さんと色々なことに挑戦していきたいです！！

よろしくおねがいします！！

旧職場又は業界 ： 機械メーカーで営業事務

好きな事 ： 体を動かすこと

好きな食べ物 ： 甘いもの、 ラーメン、 パスタ

皆さんへメッセージ ： 今井美貴です。 宜しくお願い

します。

旧職場又は業界 ： 竹の塚あかしあの杜で入所 （き

ずな） ・ 通所 （きずな） ・ ＳＳ （なごみ） 利用者の健

康管理と看護をしていました。

好きな事 ： 読書、 映画鑑賞

好きな食べ物 ： くだもの、 わたあめ

皆さんへメッセージ ： 大谷田の職員、 利用者の皆さん

と共に学び、 分かち合い、 笑顔で明るい自分でいるよう

に努めたいと思っています。 よろしくお願いいたします。

旧職場又は業界 ： 印刷関連業界

好きな事 ： 映画鑑賞、 読書、 お酒を飲むこと

好きな食べ物 ： 麺類、 枝豆

皆さんへメッセージ ： 印刷関連の職場で 16 年間働

いてきました。 福祉関係は初めてですが、 よろしく

お願いします。

山内 翔子さん

出身地 ： 千葉県流山市

今井 美貴さん

出身地 ： 新潟県長岡市

武政 恵子さん

出身地 ： 沖縄県

本田 義行さん

出身地 ： 東京都



　4 月 13 日 （土）、 「大谷田ふれあい桜まつり」 が開催

されました。

　当日は天気にも恵まれ、 たくさんの方に参加していた

だけました。

　今年は被災地施設から 3 名の方がお越し下さりました。

被災当時のパネルも展示され、 被害の大きさを改めて実

感させられました。また、物品販売も行われ（右下表参照）

めずらしい品々に、 みなさん興味を持たれていました。

　模擬店の方は、 やきそばやたこ焼き、 やきとり、 豚汁、

どこも大賑わいでした。 元気な売り子の声によって食べ

てくださる方が多く、 午後にはすべて売り切れてしまいま

した。 搗きたてのお餅や、 バザーも大好評でした。

　毎年恒例の足立東高校の皆さんによる和太鼓演奏は、

今年も大好評でした。 好天の中、 響き渡る力強い演奏

に聴き入っていました。 アンコールの声にも応えていた

だき、 とても楽しめました。

　桜並木の中で行なわれた車いす体験は、 地域の方々と

触れ合うとても良い機会になり、 貴重な時間を過ごすこ

とができました。

　今年もたくさんの地域の方、 ボランティアの方々にご

協力いただき、 笑顔がいっぱいのお祭りを無事に実施す

ることができました。 今年の反省を活かし、 また次につな

げていければと思いますので、 来年も宜しくお願いいたし

ます。
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被災地施設の当時の状況や復旧の様子などをパネルで紹介（上）
施設商品販売の様子（右）

被災地施設商品

施設名 商品

太陽学園

（福島県福島市）
クッキー、 縫製品

作業所きらり

（岩手県陸前高田市）
梅干し、 りんごチップ、 ごぼうチップ

ワークショップひまわり

（宮城県気仙沼市）

復興セット ：

　アーモンドケーキ＆クッキー

ビーンズ

（福島県南相馬市）
さをり折り、 缶バッチ

第 10 回ふれあい桜まつり


